人谱·历史―阿库乌雾谱系诗歌 by 羅 慶春 et al.
はしがき
この詩文は、24首の詩から構成される連続詩である。各首の題名は23名の祖
先の名によって名付けられている。最も古い祖先の名から始め、一人一人の祖
先の名をたどりながら民族の歴史を語り明かす。
前文
ꉪꎲꁨꄏꁦꇗꁨꀸꁨꄹꁨꏦꁨꌺꇖ（我々は祖先の道徳、尊厳、礼儀、規範を受け継
ぐ１）。）
ꉪꌨꆹꀍꉀꋦꌠꏦꒈꆹꀁꋌꒉꌠꅝ（我々は拾った枝木ではなく立木を切り倒して薪
にする。貯まった水ではなく流れている新鮮な川の水をすすり、身体を潤す。）
ꈝꃀꇂꃴꅉꏯꁮꌠꍬꏦꐥ（そして平坦な道を行く。すべて祖先の残した教訓であ
る。）
ꉪꀿꎝꌺꁯꆏꁍꁈꁦꄻ（子は最後まで親の面倒を見る義務があり、）
ꉪꌺꎝꀿꁯꆏꑮꒃꋑꋉ（親は子の結婚や就職の世話をする責任があるという規律
に、我々は従う。）
ꉪꀉꐚꋌꃮꋍꃅꃮꊿꆅꉌꃀꊿꆅꑌ（カラスの鳴き声が凶兆を知らせている？だから
何だと言うのだ。自分の病状のことなど、自分がよく知っている。）
１）本稿の詩文は中国少数民族・彝
イ
族の作者の母語である彝語による表記と、その訳文であ
る日本語を併記した形で示す。左にある文字はその彝文字による原文である。
ꊿꋊ·ꐩꋊ（人譜・歴史）
―ꀋꈑꃺꃼꊿꋊꉙꇐ（アク・ウウの家系をたどる連続詩）―
羅　　慶春（アク・ウウ）　著　　
松岡　　格，劉　　　娟　訳・注
Ancestors of Aku Wuwu :
A Long Poem by and for the Nuosu Peoples 
LUO Qingchun（AKU Wuwu）
MATSUOKA Tadasu，LIU Juan
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ꉪꂸꃃꁰꇷꆴꃱꏾꏮꏂꆴꑠꁯ（我々は筍が古い皮を脱ぎ捨て、圓根２）も枯れてい
くという自然の理
ことわり
について理解している。）
ꉪꌟꒆꉀꒆꌺꂘꉀꂘꀋꆪꉀꀜ（また、人は前を向いて歩くことを知っている。子
供に上を見て成長するように教えれば、それを聞いたウサギさえ上に向かっ
て跳ねるだろう。）
ꉪꁬꏜꑞꅐꑌꑿꑞꋠꇗꅉꑞꅐꃰꊿꑞꌬ（牛や羊が牧草に沿って移動するように、人
は時代によって変わるものである。）
１．ꃅꃴ（ング３））
ꃅꃴ  ꃴꇉꀕ（空は澄み渡り、）
ꎾꃚ  ꃴꇉꀕ（海は透き通った。）——
ꏷꋦ  ꄄꍅꀕ（夜空には星がびっしりと並んでいる。）
ꁮꑘꃀꏿꀕ  ꄄꍅꀕ（蜘蛛の卵が幾重にも重なっている。）
ꇓꏪꀋꃀꀴꊪꅐ（大石板の上にデキモノができるように。）
ꋒꌦꉐꂷ  ꌦꋚꇓꂷ（霙
みぞれ
、雹
ひょう
、そして雷雨が、万物を孕ませる。）
ꈬꉙꈬꃪ  ꈬꌩꈬꇓ（動物の世界、植物の世界。）
ꈧꌺꆩꌺ  ꃬꏿꇫꇬꃬꊭꌺꁱꐭ（そして太陽と月の世界で、ヒナドリが殻を突き破
って外界に出てくる。）
ꉬꐮꉬꉱ  ꀑꇬꋍꂷꅑ（天上の世界に、一つの生命が宿ったのだ。）
２．ꀋꎞ（アジュ４））
“ ꃅꃴ” ꌺ（ングの子であり、） 
“ ꏁꇴ” ꀉꄉ（シュグの父である。）
ꃅꏸꐔꉫꑌꌬꀋꄿ（流星でもあり、）
ꄄꆈꌺꉫꑌꌬꀋꄿ（黒雲の子でもある。）
ꒅꅉꎹꊊꄃꅉꎹꂸꊌ（死はまだ経験していない、誕生のみ経験した。）
ꃷꅍꌊꄯꁯꄙꋺ（アジェはかつて自らの骨で杖を作った。）
２）彝族が料理に用いる、大根に似た植物。
３）天空、という意味である。これは天空という意味を表す名前を持つ祖先がいたというよ
りも、実在の人名ではなく、自然そのものである天空から家系が始まるということを示し
ている。これは作者の創作ではなく、たいていの家族の祖先の名は、このように自然現象
や抽象的存在からはじまる。
４）退かない、という意味を表す。これも実在の人名かどうか不明。
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ꌦꅪꌊꃄꐔꌉꋻ（かつて自らの血で野火を消し止めた。）
ꀑꇬꌊꂷꇭꀠꋺ（かつて自らの頭をたいまつと交換した。）
ꅇꂷꌋꆀꑭꐨꉐꇓꁠꄮꇬ（全てが切り拓かれた彼の時代に、）
ꋍꑍꉈꑴꎞꀋꋻ（半歩たりとも退くことはなかった。）
３．ꏁꇴ（シュグ）
ꏂꇵꏂꅤ  ꏂꏸꏁꋩ（金脈をさぐりあて、金を造り上げた。）
ꏂꁨꆏꌺꁨ,ꏂꁨꆏꁮꐚꁨ（金によって子を養い、金によって敵をつくった。）
ꌩꄹꇓꂵꑌꌺꇖ（木や石も彼の子孫である。）
ꑋꁮꉆꁮꑌꁮꐚ（鳥や獣さえ彼の敵である。）
ꉎꇴꀿꂸꊌ,ꐰꇴꃀꂸꊌꄮ（彼の父母とも、呼べども応えなかった。）
ꏂꇴꆏꏂꊌ,ꏂꊌꆏꋦꒉ（しかし金を呼べば金を得た。そして家が栄えた。）
ꏁꇬꅩꏜꑌꊂꌒ（シュグヌルも守護霊の一種であるように、）
ꁡꉐꊾꅝꑌꐰꇑ（人食い大蛇も守護神の一種である。）
ꀉꁌꍀꃅꆿꃅꐥꅷꇁ（この祖先は虎や狼と同じように今も我々とともにある。）
４．ꏁꏾ（シュチ）
ꌺꒆꅩꂓꋉ,ꋬꂻꊁꁵ（男児につけられた女性の名前は護符のようなものである。）
ꏂꏾꏁꇤꀕ,ꊫꂥꏁꐂꀕ（黄葉が金色に光輝くように、未来が輝きますように。）
ꏂꀉꇖꏁꁌꐥ,ꐎꀉꇖꐍꁌꐥ（あるいは、金や銀のように貴いといった祈りが込め
られた護符。）
ꀗꒃꑌꀘꐛ,ꑊꒃꑌꑊꐛ（実際シュチはビモ５）の資格も手に入れ、スニの資格も
手に入れた。）
ꉬꐮꉬꉱꊩꌺꄻ（そして天と地をつなぐ使者となった。）
ꋌꐛꋌꐙꀄꂻꈁ（世界は突如夢のように色を変えることもある。）
ꆿꆪꌩꏾꏂ,ꍴꈌꉙꏦꀕ（「シュ」と言えば人は金を思い浮かべるが、黄葉も同じ
発音である。）
５）ビモとは、彝族の中で祭礼や儀礼を主宰する祭司のことである。彝族のシャーマンであ
るが、他の民族と違い、独自の文字を操る。ここで言う儀礼をめぐる知識も、この文字で
書かれた経典を通して次世代のビモに伝えられる。それに対してスニもシャーマンの一種
と言えるが、文字を扱わない、扱う儀礼の分野が違う、ビモが男性に限られているのに対
してスニは女性もなることができる、などの違いがある。同一人物がビモにもスニにもな
るということは、まずあり得ない。
ꊿꋊ · ꐩꋊ（人譜・歴史）
－9－
ꀿꄜꆏꀿꉂ,ꃀꄜꆏꃀꉂ（彼は父のためにも母のためにも尽くした。）
ꀿꅇꎸꇺꋯ,ꃀꅇꂷꋶꒉ（父の言葉は釘のように突き刺さり、母の言葉は墨のよ
うに染みわたったから。）
５．ꀑꊃ（オア）
ꀑꊃꍆꀕꈌ,ꐧꊂꌤꌧꈌ（頭上にはカササギが巣をつくり、腰にはスースー鳥６）
が巣をつくった。）
ꌿꁧꁦꀑꋦ,ꌿꌺꄉꉬꀕ（杉の木が山頂にそびえ、）
ꎺꁧꁦꀑꋦ,ꎺꌺꏴꑐꀕ（柏の木も山頂にそびえていた。）
ꌩꑆꃢꃅꈚ,ꂷꇽꉹꃅꌬ（オアは樹木の皮を衣としてはおり、竹を切り出して弓
矢を作った。）
ꌩꐴꊖꉱꇪ,ꊖꆈꅼꇻꀕ（木の根は黒土をつらぬき、黒土は深く押し込められた。）
ꆭꑆꋒꃅꀵ,ꋑꅣꂿꃋꈨ（獣の皮で鼓
つづみ
を作り、その音は雲間まで届いた。）
ꆿꍯꃅꌠꋠ,ꑌꑿꁨꌠꃤ（勤勉なる者は穀物を食べ、牛や羊を得た。）
ꃅꆳꁏꇿꑟ,ꑭꐨꄔꇿꋉ（風がふく場所には、彼の足跡が残されていった。）
ꂷꉐꐛꇿꌸ,ꌺꇖꉘꇿꎭ（そして雨が降る場所には至る所に、彼の子孫がくらし
ている。）
６．ꉐꂾ（ハモ）
ꀑꇈꅋꁧꉂꁧꐮꐊꋦ（高山では毒草と愛情の樹グブは一緒に成長する。）
ꅋꐴꉂꐴꒉꐑꁘꃅꁘ（毒草とグブはともに四方八方へと根を張る。）
ꊿꐲꆹꋚ， ꎆꐴꆹꏜ（人の根は穀物であり、獣の根は草である７）。）
ꁧꑭꁡꇤꑲꋦꐛꁮꄅ（山のふもとには人が密集しており、山上から見ればまるで
蜂の巣が並んでいるかのようだ。）
ꑌꑿꉐꃪꁨꋺꌺ（ハモは百万の牛羊の主人となったことがある。）
ꃰꊿꉐꃪꏲꋺꌺ（百万の人間の頭領になったことがある。）
ꑊꋌꉐꃪꈹꋺꌺ（百万の悪鬼を退けたことがある。）
ꉐꃪꋊꃅꅡꈭꄻꋺꌺ（百万年にわたってドゥグ８）をした。）
ꄙꇁꃪꈎꋦꁍꇗꄃꀕ（彼の地盤は千年でも万年でも盤石である。）
６）伝説に登場する鳥だが、現存のどの鳥に相当するかは不明。
７）人は穀物を糧にして成長し、獣は草を糧にして成長するということ。
８）ドゥグとは、彝族社会の中で慣習法を司る人で、彝族の裁判官と言われる。
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７．ꀗꈌ（ビク）
ꆀꃅꌠꆀꌺ（祖霊を送るニムッ儀礼９）を行う者、と言えばヌオス人10）である。）
ꀗꒃꌠꀗꌺ（ビモ11）の技術を学ぶ者はと言えばビモの子孫である。）
ꆀꌺꆀꀋꃅ（もしヌオス人が祖霊を送る儀礼をしなければ、）
ꆀꐈꎰꐛꁧ（ヌオス人はハガショ12）になってしまう。）
ꀗꌺꀘꀋꒃ（もしビモの子孫がビモの技術を学ばなければ、）
ꆀꃅꊿꀘꋊꈙꁧ（祖霊を送る儀礼という伝統は途絶えてしまう。）
ꀗꈌꐳꉹꄵꋓꀕ（ビモの口は矢のごとく、）
ꀗꈌꂷꑱꂰꑳꀕ（鋭利で人や物に突き刺さる。）
ꀗꈌꏅꃴꏅꆈꄅ  （しかしビモの口は、人を暖かく包む最後のよりどころでもある。）
８．ꀘꇔ（ビ13）アール）
ꁍꁈꀘꂒꋉꆏꋬꂻ（ビモにあやかった名というのは幸運をもたらす。）
ꎃꀕꀘꃆꐊꆏꌳꈄ （兵士がビモと触れあえば勇猛果敢になると信じられてい
る。）
ꀘꂾꃰꊿꀑꇬꉃ（ビモは病を治し、人を救う。）
ꀘꂾꁱꂷꏂꀨꄻ（ビモは文字を創り、経典を編んできた。）
ꀘꂾꅇꏀꉐꏀꁧ（ビモは新たな単語や述語を発明してきた。）
ꀘꂾꊫꂫꃰꇌꀺ（ビモは新たな未来を拓く。）
ꀘꇔꀉꁌꌺꇖꀊꄙꉐ（ビアールの祖先・子孫は数え切れないほど多い。）
ꁭꅐꁮꐚꒈꀑꒈꂪꄃ（東西南北どこにでも住んでいる。）
ꑾꌋꈤꀘꊣꆹꉠꀉꁌ（このうち西南のビズが私の祖先である。）
９）これは彝族が死者に対して行う儀礼の一種で、死者を表した位牌を一族の霊が眠る岩屋
に安置することを含む。「大地より低い歌声―アク・ウウ散文詩選五首訳注」佐藤正光・
木村守編『中国学藝聚華』（白帝社：2012）に収録された散文詩「祖先の岩屋を探して」参照。
10）中国少数民族彝族のことを指すが、特にその中で四川省涼山自治州に多く居住する一系
統の人々のことを指す。
11）ビモとは、すでに触れた通り彝族の中で祭礼や儀礼を主宰する祭司のことである。シャ
ーマンの一種であるが、他の民族と違い、独自の文字を操る。ここで言う儀礼をめぐる知
識も、この文字で書かれた経典を通して次世代のビモに伝えられる。この詩の題名となっ
ている人名の「ビ」という音はこのビモと関係している。
12）「ハガ」も「ショ」も漢民族（異民族）のことを指す。
13）この「ビ」も前出のビモに関連している。
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９．ꀘꊣ（ビズ）
ꀗꑌꑍꃆꌕꏦꐥ（ビモの行う呪術には種類がある。）
ꈜꐯꀘꈜꉐꀘꂄꀘꄸꀘꐥ（道の上で行うものが聖なる魔術、道の下で行うものが
邪悪な呪術である。）
ꀋꐧꀋꀠꋧꀘꊶꌺꅿꌠꐥ（世襲ではなく、自分の代からビモになった者が執り行
うことができる儀礼はそもそも限られる14）。）
ꀘꂾꏭꊨꀋꉆꇤꀋꉆꍃꀋꉆꏿꀋꉆ（人々はビモを罵ったり、呪ったりすることはで
きない。）
ꌅꇁꀘꀋꄓ（ビモは支配者の前であってもお辞儀をする必要がない。）
ꀘꄑꇐꀋꑌ（と言うよりも、してはならない。民族の尊厳に傷がつくからであ
る。）
ꀘꂾꌺꀋꁨꀋꉆ（ビモは子を設けなければならない。）
ꀘꂾꑘꀋꃅꀋꉆ（また他の者とともに労働に汗を流さなければならない。）
ꁍꀿꅉꀕꀗꁌꒉꅷꇁ（私の祖先はずっとビモを敬い崇めてきた。）
10．ꇐꀋ（ル15）ア）
ꇐꆹꃄꁕꌋ,ꇐꆹꊿꋅꐴ（龍は土地に根づいた神であり、我が民族の根である。）
ꇐꆹꀑꇬꇗ,ꇐꆹꋧꃅꏦ（龍は生命の種子であり、また龍は人間の規律を体現し
ている。）
ꊇꁧꇗꏦꁍꁈꇬꇉꐝꍠꀕ（その根本となる規律について我が祖先は身にしみて知
っていた。）
ꇐꋙꍈꒉꄎꄻꀋꅐ（龍に食物を与える必要はない。）
ꇐꌗꃅꏢꐓꄻꀋꅐ（龍を祭る必要もない。）
ꇐꌺꄷꇗꄃ（龍の子孫16）であれば、威厳を保つべきである。）
ꇐꌺꄷꈪꑌ（龍の子孫であれば、自重すべきである。）
ꇐꌺꄷꎲꁨ（龍の子孫であれば、尊厳を守るべきである。）
ꌺꇖꊂꋊꇐꅐꄾꀕꉜ（しかし、おかしなことに龍の子孫であるはずの我々は何も
知らない。まさか龍が我々の土地を抜け出ていく17）ことを恐れていないの
14）世襲ではなく、新たにビモを始めた人物への人々の信頼度は低く、祖霊を送るといった
重要な儀礼を担当することができない。
15）「ル」という彝語の発音は龍という意味である。
16）龍の子孫というのは、ここでは彝族のことを指している。
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だろうか。） 
11．ꅲꉫ（ヌグッ18））
ꅲꉫꌺꌕꁨ（ヌグッには三人の息子がいた。）
ꋍꂷꋍꄷꈄ（三人ともそれぞれの場所で名をなした。）
ꈌꃅꈾꊞꍈ（すぐれた猟犬には上等のソバ粉19）を与えなければならない。）
ꈌꃅꅲꉫꉆꆉꈌꁈꐊ（もし猟犬の鼻がきかなければ、それは獲物となる動物の幸
運というものだろう。）
ꃆꇭꈾꂷꍈ（すぐれた駿馬にもソバの粉を与える。）
ꃆꇭꅲꉫꏪꈜꃅꈑꐞ（もし駿馬の鼻がきかなければ、競馬場は大騒ぎになるだろ
う。）
ꃰꊿꈾꌗꃅ（人はソバで祭りのための供物を作る。）
ꃰꊿꅲꉫꌺꇖꋍꌐꅑ（人の鼻がきかなければ、その子孫はそのわりをくうことに
なる。）
ꅲꉫꌺꇖꅲꐧꎵꑳꀕ（見てみるとよい、鼻のきかない祖先を持つ子孫は、鼻が前
に突き出ているから20）。）
12．ꀋꋩ（アズ）
ꎭꃹꋨꑌꋩ（羊毛の糸をよじることを「ズ」と言う。）
ꃆꇭꋨꑌꋩ（馬に乗ること「ズ」と言う。）
ꀑꋩꈜꀋꁮꑌꋩ（行き場をなくすことも「ズ」と言う。）
ꐩꈾꋨꎷꋩꑌꋩ（燕麦やソバを収穫することや鉄を打ち鍛えることも「ズ」と
言う。）
ꋊꃤꃶꌐꅉꀕꇨꊨꇨꋠ（親戚や家族で内輪もめをして、）
17）ここで龍が去るとは、さまざまな自然災害が発生することを象徴している。作者は近年
自然災害が頻繁に発生していることを念頭において、自分達の文化を忘れたことが災厄を
もたらしたことを示唆している。
18）この発音は彝語で「鼻が効かない」ことを指す。この詩は作者が「鼻が効かない」この
祖先に対するからかいを含んだ疑いのまなざしを表現したものである。
19）蕎麦というのは彝族にとっての伝統作物であり、主食的な穀類である。彝族にとって米
も麦も後から入ってきたものである。
20）鼻が高いのは彝族社会の中でも高く評価される。それまでは批判的な口調であったのが、
この最後の行ではユーモアをこめた表現をしている。
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ꉻꄹꐮꋩꐯꄁꇬꎷꌠꑌꋩ（殴り合いのけんかになることも「ズ」と言う。）
ꀋꋩꌺꒉꂄꀕꀉꒉꂄ（アズはヌグッの長子であるから、人を率いる立場にある。）
ꌺꒉꀉꃈꌺꒉꉪꇐꀺ（いにしえの時、蛙の神21）は長子としてあるべき思想を授
けた。）
ꏬꄵꃅꈬꀋꋩꀘꋊꈙ（シュトムグ22）のアズを祖先とするビモの家系はいまだに
途絶えたことがない。）
13．ꀋꅔ（アンディ）
ꃰꊿꋰꄿꌠꌟꒉ（人類においては、堪え忍ぶものが人の上に立つ。）
ꀹꑳꎲꁨꌠꀋꅔ（尊厳をそなえた文明は、他者と争ったりしない。）
ꈧꌺꆪꌺꆏꏆꉢꁳꃅ（太陽や月は、古の時よりお互いに時を譲り合っているでは
ないか。）
ꀑꇬꋧꃅꑍꇁꌊꒆꏿ（生命は昼と夜の世界で自由に栄枯盛衰を繰り返す。）
ꑘꀕꉙꁀꁻꁺꑌꀋꅔ（吟唱し弾き歌うときに、争わない。）
ꈌꌋꉆꈹꉏꆈꇽꄮꑌꀋꅔ（狩猟し田を耕すときにも、争わない。）
ꀋꅔꌠꇴꉪꉻꉨ（争わぬ者は大局を見通す。）
ꇴꉪꉻꉨꆏꋯꑌ（大局を見通す者は、力を結集する術を知っている。）
ꉌꃀꁨꇉꀕꆏꐩꋊꄇꈜꁨꇉꀕ（心を広く持てば、道は明るく照らし出される。）
14．ꉐꈬ（ハグッ）
ꄙꈎꉐꈎꋦꐴꈫꈈꇈ（我々は百年千年と大地にしっかりと根を張ることを目指
す。）
ꀋꋬꀋꂳꌿꁧꌺꇰꑌꒆꋺ（大地に根づかなかったものとして、ズプズグ23）がいた。）
ꏃꃅꉬꉎꇰꒉꑳꒉꑌꄐꋺ（ある時、天の神は生けとし生けるものに愚水と智水を
飲む機会を与えた。）
ꀒꊉꋍꊭꀌꀠꅇꁵꇈ（この時にヒトは蛙にヒントをもらい、智水を飲むことで自
らのことばを獲得することができた24）。）
ꊂꀐꋍꊭꂷꄿꃆꄔꅇꌋꊿꋅꁸ（そして竹ひごを熱し、そのはぜる音によって、兄
21）この蛙の神は、この二首あとの「ハグッ」で登場する人類に智恵を授けた蛙のことである。
22）伝説上の土地であるが、雲南省の昭通市あたりのことではないかと思われる。
23）彝族の伝説に登場する、人類の祖先と思われる存在だが、すぐ絶滅した。とても背が高く、
言葉が話せなかった。
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弟はそれぞれ別のことばを話すようになった。それが民族の起源である25）。）
ꅇꊌꈭꐨꑲꆀꐩꋊꊌ（ことばを獲得することで、はじめて歴史を獲得することが
できる。）
ꐩꋊꊌꊂꑲꆀꊿꐙꊿꃅꋦ（歴史を獲得することで、はじめて人類は生活を享受で
きるようになった。）
ꃅꇴꁙꀊꑙꄩꁦꎆꑌꃰꊿ（ヒトは猿となにが違うのか？火を使え、煮炊きできる、
というだけの違いだ。）
ꌕꋊꐮꃀꌺ,ꌺꇖꑙꌡꑌꃰꊿ（ハグッの子孫である我々はまた猿に似てきている。
とは言っても、それでもまだ人であるのだが。）
15．ꑾꍲ（ユ26）ツゥ）
ꑿꌦꑿꌋꒀꈩꉏꐞꐥ（舌が二叉に分かれたユグハジュという羊の神がいる。）
ꒌꈎꆟꑣꆀꃅꊿꀘꂄꃅꎔꏿꑿ（人は魂を呼ぶ時も、祖霊を送る時も、幸福を祈る
ときも、災厄を避けるときも羊を用いる。）
ꃅꌦꃅꌋꌦꃅꅏꄅꐥ（羽を備え、天翔ることができるスムブテという神の馬がい
る。）
ꃆꇭꃅꃨꄇꆹꀊꊛꃆꃀꁚꈯꌺ（駿馬ダリアズゥは蹄の曲がった雌馬の子である。）
ꇌꌦꇌꌋꇌꎶꃘꑴꐥ（ルシュフイという神の牛がいる。）
ꑘꁨꑘꋠꈪꑌꇔꍣꐥꐨꂾꈌꄄꍅꀕ（こつこつと畑を耕して、多くのものを得た。）
ꈌꌦꈌꌋꈌꀞꄇꑴꐥ（クハダイという神の犬がいる。）
24）天の神が全ての動物にこのような機会を与えた時、動物たちは競って神の神殿に駆けつ
けた。大きな獣達は先に到着し、きれいな杯に入った水を奪い合った。ヒトは歩みが遅く、
それに間に合わなかったが、道の途中で出会った蛙から「とにかく一番汚い杯の水を飲み
なさい」と教えられた。そこで神の神殿に着いたときに蛙から教えられた通りに汚い杯か
ら水を飲んだが、それこそがことばをもたらす智水であった。しかし、同時に蛙の神から
恨まれた。というのも蛙からはこの情報を教えるかわりに「あなたの方が先に着くであろ
うから先にその汚い杯の水を飲んで構わないが、少し残しておいてほしい」と頼まれてい
たのに、ヒトの祖先はそれを飲み干してしまったからだ。
25）このヒトの兄弟とは、天の神の娘と人間の男の三人の息子達であり、もともとことばを
話せなかった。しかし息子達がことばを話せないことを心配した母（天の神の娘）が天の
神から秘密の方法を盗み聞き、この方法を試したところ、竹のはぜる音に驚いた長男は漢
語（中国語）を話して漢族の祖先となり、次男はチベット族の祖先となり、三男は彝族の
祖先となった。こうして単なるヒトからそれぞれの民族に分かれていった。
26）この発音は羊という意味を表す。
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ꈌꌋꉆꈹꑳꐍꍿꒃꑲꋦꇗꄃꀕ（狩猟の供をし、庭を守り、家の安寧を守った。）
ꃬꌦꃬꌋꃬꀮꅄꏸꐩꋊꋌꇴꄜꐛꐎ（そしてクプトゥジという神の鳥は、歴史の暁を
つげて高らかに鳴く。）
16．ꌎꐷ（スンジェ）
ꎰꆈꅋꏸꁮꅋꐚꅋꑍꋌꅋ（シュオノ山の毒草は敵人、そして魑魅魍魎にも対抗で
きるほどの強い毒を持つ。）
ꁭꄙꐚꏛꄮꄤꁯꀑꄤꄚꆚꈌꑭꄤꊪ（外敵を打ち破るには天と地と人、すべての条件
が揃う必要がある。）
ꁍꑗꇓꄡꉅꅇꐚꃌꄡꇰ（戦の際の心得。自らの領地で小石を拾ってはならない27）。
妻に本当の話をしてはならない28）。）
ꌩꉧꉹꃅꌬꂷꏢꉈꃅꌬ（樹木を曲げたわめて弓となし、竹竿を削って矢となす。）
ꑣꄻꁻꀱꊨꂗꍵꑱꃀꋩꃤꂿꏠ（鎧、小手、刀、斧を作る。）
ꊖꆈꑲꆈꊪꑲꆈꐎꂷꀠꐎꂷꅳꍩꃼ（黒土は阿片を生み、阿片は白銀に変わり、白銀
はさらに銃へと変
へん
化
げ
する。）
ꍩꈌꆈꋧꋪꌦꆈꒈꂃꄓꐩꋊꅩꇉꀕ（銃眼を覗けば漆黒しか見えない。その漆黒が鮮
血を飛び散らせ、人類の歴史を真っ赤に染める。）
ꌩꏪꆈꊉꀕꌠꃄꐔꄀꇈꉐꇓꁠ（そしてその真っ赤な血は木々の生い茂る密林を野
火で包む。）
ꂸꃃꀱꋓꀕꌠꊿꊅꋂꄮꃅꀋꇎ（そうして失った人々の命は何かの役に立つとでも
言うのか？雨の後に次次と顔を出す筍は酒のつまみにもならないではない
か。）
17．ꀊꐷ（アンジェ）
ꌺꋋꇤꆹꈯ：ꐷꈭꐷꇜꉻꈫꉶꇤ（愚鈍な跡継ぎは囲炉裏の周りを回るだけである。
自分の家の裏庭か裏通りを歩くのがせいぜいだ。）
ꑳꈫꑳꇋꏣꑞꃶꌐꈭꇌꏮꇉꈫ（家の周り、親戚連中の間をめぐり歩くのが関の山
だ。）
ꌺꄿꀿꉎꎆ：ꀿꄿꌺꄿꃈꄿꅩꄿꐊ（優秀な跡継ぎは父を超える。親子兄弟、全ての
27）あまり細かく管理してはいけない、ということ。
28）ある有名な彝族の武将が、漢族の愛人に情報を盗まれて戦に負けたという伝説にもとづ
いている。
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家族がそのもとに集まる。）
ꇴꉪꉻꉨꌳꈄꀬꅑꂒꉻꋧꃅꉼ（大局を見極め、智慧をめぐらし勇武でならすこと
でその美名は広く伝わる。）
ꃰꊿꆹꂒꇬꆿꌦꆹꑆꁬ（人は生きることでその名を争い、虎は死ぬことでその皮
を残す。）
ꃰꊿꄹꁨꒈꀮꑘꑌꇈ（人は戒律を守り、木桶は水を漏らさない。）
ꌺꁨꑮꒃꅪꁦꌐꏹꌶ（息子は嫁を取り、娘は嫁に行く。）
ꁍꎹꑗꎷꌺꇖꊫꂫꏂ（領地を開拓するのは子孫の未来のためである。）
ꀉꐷꌺꇖꁬꏀꇗꁨꏦꁨꌣꈚꏦꄿꌐ（アンジェの子孫はますます栄え、規律を守り、
家業も繁盛している。）
18．ꎲꈴ（ションガ）
ꃰꊿꎲꁨꐩꋊꈲꇐꊌ（人類に尊厳があれば歴史は語るべき対象を増やす。）
ꋍꂷꎲꀋꑌꆏꋍꑷꇐꀋꑌ（一人でも尊厳を持たない者がいれば一家の威信が地に
墜ちる。）
ꋍꁯꎲꀋꑌꆏꋍꏅꇴꉻꊰ（ある家族が威厳を失えば民族全体が危機に陥る。）
ꒆꑋꎲꁨꆏꌺꉘꋊꏦꅩꉘꌐꏦ（誕生に関わる尊厳とは、さらに後代を生み育て、
家系を絶やさずにいることである。）
ꐥꑋꎲꁨꆏꑲꋦꌣꈚꂽꄓꌳꈄ（生きることの尊厳とは、満ち足りた生活をし、勇
気を持って恐れを振り払うことである。）
ꌦꑋꎲꁨꆏꀿꎝꌺꁯꁍꁈꁦꄻ（死の尊厳とは、親から得た借りを返し、その命が
尽きる時まで親の面倒を見ることである。）
ꀒꋏꎲꑌꊂꋊꐤꒉꋦꀹꎆ（上の代の者が尊厳を持っていれば、次の代の者は家業
が栄え、その地位を守ることができる。）
ꋍꋏꎲꑌꋍꐴꊫꂫꎵꑳꀕ（一世代でも尊厳を保つものがあれば、その子孫の道は
明るい。）
ꆈꌠꌺꇖꎲꇐꀑꇬꒊꀋꋌ（ヌオス人は尊厳を生命よりも高く見ているのである。）
19．ꂹꌒ（モサ）
ꌺꇖꁬꏀꂸꃃꌡꌠꆏꋬꂻꉌꌒ（子宝に恵まれる名前というのは健康と幸福の意味
を含んでいる。）
ꃀꏃꌺ、 ꀉꊂꌺ、 ꎺꉐꌺ（私生児、養子、遺児。）
ꆌꌠꏓꌠꉘꅿꌠꃴꒌꆅꏂꊌꌠ（ハンセン病、チフス、ワキガ、コレラにかかった者。）
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ꋙꊪꒉꏽꇬꈮꁁꁱꆰꃤꈮꁁꃰꊿꊌ（穀物の種をまき、収穫するのは半分は動物のた
め、半分は人のためである。）
ꌺꉘꇖꉘꇬꈮꁁꑍꋌꎁꈮꁁꊿꋊꊛ（子供を産み育てるのは半分は魑魅魍魎のため、
半分は家系を絶やさないためである。）
ꂹꌒꌺꊰꑋꋍꈨꐴꊌꋍꈨꐴꂸꊌꇈ（モサの12人の子供の家系の中には、続いたもの
も途絶えたものもある。）
ꌺꁨꀋꃀꃪꇬꑌ,ꃪꊂꐛꑿꇖꈭꀕ（息子を持つ母親は懸崖の上に腰かけているよう
なものだ。懸崖にはミツバチが群れてブンブン言っている。）
ꅪꁦꀋꃀꊫꊂꑌ,ꒉꊩꀋꍽꃨꈤꃨꑍꏿ（娘を持つ母親は沼辺に腰かけているようなも
のだ。沼辺にはアジャ29）の花が咲いたり閉じたりを繰り返している。）
ꃪꅂꀊꃴꃪꌌꁧ,ꒈꏸꀊꃴꒉꌌꁧ（岩登りの名手は岩壁で命を落とし、水泳の名手
は激流に押し流される。）
20．ꃼꉺ（ヴフォ）
ꃼꉺꉠꀉꁌ,ꌺꄂꐚꃀꌳꈄꉠꀉꄉ（ヴフォは私の祖父である。人並み外れた武功を
立てた息子のジンモは私の父だ。）
ꃷꐪꃷꇇꎆꎹꋚꈹꈍꐯꈋꉐꏭꃰꏿ（商売のため各地を駆け巡った。）
ꀊꂵꐛꋪꀘꑘꊾꇨꅩꌬ （ꀕ祖母のジズ・ビニュは剛毅な性格で才気あふれる女主人。）
 ꁏꁨꐚꁦꁍꑗꄉꈁꅔꆙꀕ（彼らの家は雇い人もいて、広い土地も持っていた。）
ꃰꅑꃀꍔꅐ,ꊿꍒꀑꇬꀋꐊꑭꇬꐊ（手のひらは母に似て30）、頭の先から足の先まで
遺伝的特徴がはっきり残っている。）
ꍀꆿꉇꁱꃰꊿꈏꁱꀋꐯꐤꀋꁨ（虎や豹の模様は外にあるが、人のそれ31）は中にあ
る。）
ꀉꑌꊿꋌꀋꁯꋯꑌꊿꋌꁭꅊꇈ（家族が多いだけでもよいが、まとまっていれば、
よりうらやましがられる。）
ꎇꃀꁍꎼꅑꁍꎼꀋꉪ,ꃰꊿꁍꎼꀋꅑꁍꎼꉪ（シッポのある動物はシッポのことを想わ
ないが、シッポのない人類はシッポを羨む。）
29）この植物の花は咲いたり閉じたりを繰り返すことから、男をひんぱんにとりかえる浮気
性の女性を象徴している。
30）手のひらを持つ動物は、その母の形質を受け継ぐことが多いという彝族の格言。
31）思想などの差異を指している。
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21．ꐚꃀ（ジンモ）
ꆈꌠꊿꋊꌺꌕꌺꉬꌺꏃꌺꈬꌐ（彝族の子供の数はたいてい、三か五か七か九だ。）
ꌺꋍꌺꑍꌺꊰꌠꀋꐥ（一人や二人ということもないし、十人ということもない。）
ꌺꇖꌺꃘꌺꉆꌠꀁꑌ（四人や六人や八人ということもまずない。）
ꅲꌒꇈꐞꄿꌞꐰꀋꊰꂿꄷ（誰もが人一倍幸運を願い、勢力を示そうとする。）
ꀋꌋꀕꃅꁦꎆꄺꂡꇬꇯꎭꌠꐥꏭꐛ（だからこっそりと水増しして数えることもある。）
ꏣꑞꃶꌐꌟꋲꌠꑞꌕꋊꄂꌠꐥ（親戚の中には、三代続いて男子一人ということは
まずない。）
ꀉꄉꐚꃀꌺꄂꋙꈬꋓꀋꊌꑴꇬ（だが私の父ジンモは男一人。）
ꌺꄂꈪꑌꇿꈪꑌꆏꌺꁨꌣꈚꇁꑴꄷ（一人っ子にとって人にもまして自尊心が重要で
ある。自尊心を持つことで多くの子孫や幸運を手に入れることができる。）
ꀉꄉꐚꃀꈪꑌꌳꈄꐛꃀꐛꌺꏭꀋꋌ（父のジンモは人一倍自尊心と勇気にあふれ、ミ
ツバチよりも勤勉に働いた。）
22．ꇐꄜ（ルティ32））
ꇐꈎꇐꆪꇐꑍꇐꉖꊾꒆꌺ（龍の年、龍の月、龍の日、龍の夜に生まれた。）
ꀋꃀꒆꄡꇐꄸꉻꀋꑟꃅꒈꂪꑟ（龍の方角に生まれたが、東北ではなく、南方に生
まれた。）
ꍜꇰꀉꇐꐛꀋꄐꐛꅹ（一生のうちに英雄ジーガアーロンのようになることは難し
いので、）
ꍜꇰꀉꇐꒌꈎꅷꃅꑆꈏꄅꉋꄅ（あちらこちらでジーガアーロンの魂を呼ぶ儀式を
行った。）
ꊾꐎꊾꆈꊾꅪꊾꏂꀋꑟꅉꀋꐥ（白人のためにも、黒人のためにも、赤人のためにも、
黄人のためにも魂を呼んだ。）
ꈎꅉꈎꅉꋧꃅꀑꇬꒌꆠꉬꇮꈎ（やがてすべての生命のために魂を呼ぶようになっ
た。）
ꒌꆠꀋꁨꌠꒌꄻꆟꂡꇬꇯꄉꈎ（魂魄のない生命のためには、魂魄を創造してから
魂を呼んだ。）
32）これは作者のアク・ウウのことである。このルティという名前は儀礼の際などに用いら
れる特別な名前である。年長者のみこの名前を呼ぶことが許される。それに対して「ウウ」
というのは対等なものが使う呼称である。前者が聖なる真の名であるのに対して、後者は
通俗名のようなものである。
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ꐒꃅꐒꌠꆹꀑꐎꋍꍂꀑꆈꑍꍂ（そうして一生のすべてを捧げても、時間が足りず、）
ꃶꐚꀕꌠꆈꌠꌺꐛꀋꄐꋧꃅꌹꑌꐛꀋꄐꌠꐒ（結局本当の彝族になれないでは、世界の
子になれないのでは、と心配し続けている。）
23．ꉼꄿ（ホダ）
ꀃꑍꋋꄮꀘꏷꂘꏹꌷꏷꋧꃅꇣꄧꉼꄎꌠꌺꄿ（学業と言えば世界に羽ばたいてこそはじ
めて優秀、と言われる時代。）
ꀒꋏꇐꀳꏨꆉꃯꅉꐯꃰꊿꏭꅉꐯꀋꐯꐤꀋꁨ（鷹が滑空するように人も遠くへ行くべき、
との古い格言は間違いではなかったようだ。）
ꀿꐰꌺꈩꌒꃀꐮꅪꈩꌒꄷꑴꇬ（子供は父母のそばにいれば幸福ではあるが、）
ꈩꌒꌺꅪꊁꇁꋍꑍꌡꀿꌡꃀꄻꀋꄐꑌꌬꀋꄿ（そのような幸福な子供が次の世代の良き
親となるかどうかはわからない。）
ꀿꅇꀋꃅꊰꇉꏷꃀꅇꀋꃅꉬꇉꈴꄷꌠꀋꑇꑽꀋꐥ（父や母の言いつけを聞かずに我が道
を行っても構わない。）
ꃱꏾꏮꏂꆴꂸꃃꁰꇷꆴꁯꎓꌺꇷꅏꄮꇬ（筍の古い皮が抜け落ち、蝉が卵を産んで命
を落とすまでの時間。）
ꂱꑱꐩꋊꐰꇑꈐꉘꌊꒌꌋꆠꂱꑱꐊ（民族の神や霊であれば、その魂をつかんだ手を
離してはならない。）
ꂱꑱꃋꋊꉪꇐꉌꊋꂱꑱꑋꋌꐥ（自分の時代の思想や精神も同じである。）
24．ꃀꋊ（モツ）
ꆈꌠꌺꇖꐩꋊꀉꉷꏂꒉꎵꀋꋌ（彝族の歴史は長江の歴史よりさらに長い。）
ꄩꆹꃅꐎꀿꀏꆹꊖꆈꃀ（上には父たる白色の天空が広がり、下には母たる黒色の
大地が横たわっている。）
ꄩꆹꁦꀑꀿꀏꆹꒉꀕꃀ（上には父たる雄大なる山脈が広がり、下には母たる滔々
と流れる川が横たわっている。）
ꃅꃴꈧꆪꑌꃇꌺꅩꌺ（天上の太陽と月はかつて兄と妹であった。）
ꋧꃅꐥꇐꈀꐥꌠꀿꃀꑌꉬꌺꅪꑌꉬ（世界に存在する万物は親でもあり、子でもある。）
ꊨꏦꀃꅉꃅꊰꇁꅉꅿꇀꂷꇫꐥꀋꇮ（しかし源のない流れはなく、根のない木もない。）
ꆈꌠꊿꋊꀿꋊꎭꄸꃀꋊꀋꎭꇈꌠꆹ（なぜ彝族の家系が父系であって母系ではないの
かと言えば、）
ꃀꆹꐴꃀꆹꍔꀿꆹꃨꀿꆹꂷꉬꐛꅹ（母は根であり種であり、父は花であり、実であ
るからである。）
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ꃀꆹꊖꆈꃀꆹꀿꑳꀿꆹꋦꇐꅐꇐꉬꐛꅹ（母は黒土であり万物の子宮であるのに対し
て、父は物であり、その作品に過ぎないからである。）
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中国語要旨
诗题解释
彝文题目：《ꊿꋊ·ꐩꋊ―ꀋꈑꃺꃼꊿꋊꉙꇐ》
彝文拼音：《co cyt·jju cyt―ap kup vyt vy co cyt hxop lu 》
汉文音译：《措茨·居茨》
汉语意译：《人谱·历史―阿库乌雾谱系诗歌》
诗题解释：
该诗是由当代彝族母语诗人阿库乌雾（Aku Wuwu）首创的彝族“谱系诗歌”。
该诗主要根据阿库乌雾本人的家谱写成，从“木乌”（天空）讲述，一直讲述到
阿库乌雾的儿子阿库和达一共是二十三代，用二十三首诗歌来追述、理解和阐释
各代祖先的历史文化意蕴，且每一首诗歌都固定为九行（九言诗），传承了彝族
奇数诗行的诗歌形式，而“九”在彝语中读“ggu”（古），有坚固、坚韧、稳定、
永久等意思，也就暗喻了彝族人讲述家族谱系的原始初衷是祈求和希望本家族的
根谱赓续不绝、永远生生不息的生存意愿。这是用23首诗人自己的谱系中的人名
主题诗和１首关于“母系”主题诗共216行诗构成的“谱系诗歌”。另外，因为彝
族谱系都是按照父系血缘作为纽带来传承的，所以谱系中没有女性的姓名。由此，
诗人创造性地又单独为在自己家族谱系中被忽略的女性写了一首《莫茨》（女性
谱），用以体现彝族传统历史文化叙事中女性一直处于“缺席的在场”的地位的
特殊意义，承认女性在彝族人历史生命繁衍生息及传承变迁进程中不可磨灭的贡
献。
这样就构成了“阿库乌雾谱系诗歌”的总体思路和框架结构：二十四首短诗
组合成为一首现代彝族母语长诗。作者叙事、议论、抒情并重，集历史性、思想
性、艺术性于一体，其内容涉及家族传说、族群迁徙、宗教仪式、伦理道德、民
俗活动、地理生态、英雄人物、灾难记忆、生产生活等，体现悠久而艰辛的族群
ꊿꋊ · ꐩꋊ（人譜・歴史）
－21－
生存境况、生存精神和生存境界。涉及彝族诺苏人的宗教信仰、自然观、宇宙观、
价值观、生命观等，延续着彝族人独特的记录历史、表述历史和思考历史的方式。
彝族诺苏人的历史就是无数条家谱的河流汇流而成为族群历史的大流的。该诗歌
通过个体的历史试图诗意地触摸和思考族群的生存发展历史。
关键词：阿库乌雾　谱系诗歌　姓名与族性　时间与空间
詩意解説：
この詩文は現代の彝
イ
族母語詩人であるアク・ウウ（Aku Wuwu）が歴史上
はじめて編み出した「家系詩」である。この詩の主要な内容はアク・ウウ本人
の家系から構成されている。天空の意味を表す「ング」から始まり、アク・ウ
ウの息子であるアク・ホダに至るまで、数えると23代におよぶ一族の歴史につ
いて、23首の詩で各世代の祖先の歴史的・文化的意義づけ・文脈について、祖
先の名前をたどりながら記述し、理解し、解釈したものである。
その詩の形式は一首ごとに九行で固定されている。これは彝族の伝統詩歌が
奇数行で作られてきたことを受け継いでいる。この「九」の彝族母語における
発音は堅牢、強靱、安定、永久などの意味を持っている。つまりこの民族が家
族について語るときに、家系が絶えずに永遠に続いていくという祈りが込めら
れているということを、この九という数字が暗喩している。
そしてこの詩は人名を題名とする23首に、「母系」を題名とする1首を加えて
24首から構成されている。彝族の家系の中に登場する人名は父系血縁にのっと
って記述され、家系の中には女性の名前が登場しない。しかしこの詩では、自
らの一族の家系の中で無視されてきた女性のために「モツ」（女性の譜）とい
う一首を加えて、これによって彝族の伝統文化の叙述体系の中において「空席
の参加」という形で女性に特別な位置づけを与え、彝族の生命の存続と変化の
中における色あせることのない重要な貢献に敬意を捧げるものである。
このように「アク・ウウの家系をたどる連続詩」は24首の詩から構成される
現代彝語の長編詩である。この詩が語る対象や分野は家族の伝説、民族の移住
の歴史、宗教的儀礼、倫理道徳、民俗活動など多岐にわたっている。彝族の歴
史を記録し、歴史を表現し、歴史を思考する独特な方式を引き継いでいる。彝
族ヌオス人の歴史とは、すなわち無数の家系の族譜の河流が集まって民族の大
河となったものである。この詩は個別的な歴史を通して民族の生存と発展を表
現しようと試みたものである。
　キーワード：アク・ウウ  家系詩  姓名とエスニシティ姓名　時間と空間
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